
2025〜2026年度
国際ロータリーのテーマ

RI会長:フランチェスコ・アレッツォ
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■ 総社市駅前１－６－４３
     TEL:0866-93-5115   FAX:0866-93-3132
     E-mail:sojakibijirc@mx9.kct.ne.jp
■ 創 立 １９８７年（昭和６２年）６月１４日
■ 例会場  国民宿舎 「サンロード吉備路」
■ 例会日  毎週火曜日 １２：３０～１３：３０

１１月１１日 第２例会

本日のプログラム

会員卓話 安原幹事

次回の予定（１１月２０日）

総社ロータリークラブ合同例会
幹事クラブ 総社

会員数：27名（出席免除者数：1名）
前回（１０月２８日）例会出席記録

出席者数 出席率 訂正出席率

21名 81.48%

予 定 表

第１７３０回 例 会

２０２５年１１月１１日

前回（１０月２８日 第１７２９回） 例会記録 天気：晴

2025〜2026年度 会長 河本 一平
幹事 安原 大輔

◆発行 ： 会報・雑誌委員会

≪会長挨拶≫
・季節の変化（3週間前は史上最級の暑さ、現在は寒さ）に触
れ、寒暖差への注意を呼びかけた。
・会長は蕎麦アレルギーのため、うどんを選択した経緯を共
有し、食の制約が価値観の違いにつながる例として述べた。
・実体験として「出雲そば」を誤って食べて体調を崩したこ
とに触れ、配慮の重要性を示した。
・近年「公平性」「多様性」「包括性」への言及が減ってい
る背景として、アメリカ政治情勢（トランプ氏）に言及した。
・元勤務先では売上の約9割が海外で、技術者・営業が世界各
地にいた経験から、各地域の文化差について社内勉強会で学
んだ事例を紹介。

１１月 ロータリー財団月間

◯月間テーマ卓話 津高ロータリー財団委員長

11月/12月

月 日 行 事 内 容 備 考

11月１８日（火） 振替休会

11月２０日（木） 総社ロータリークラブ合同例会 幹事クラブ/総社

11月２５日（火） 休会

12月 ２日（火） 年次総会

12月 ９日（火） ゲスト卓話 ㈱総合心理研究所 秋山幸子様

クラブ運営と寄付方針
・年間150ドルを会費から財団寄付に充当。ポリオ寄付は3,000円を封筒で回
収予定。
・地区補助金は来年度申請を見送り。ロータリーカード利用を推奨。
・来年度、ポリオ地区委員長とIM実行委員長を担当予定。

IM・周年事業
・IMは再来年3月開催予定。周年事業は来年〜再来年6月を視野に準備。
・若手が周年事業、シニアがIMを主導。人事は年初に決定予定。
地域貢献・過去事業

・雪舟生誕地公園にベンチ2基寄贈。
・真備での炊き出し支援、ポン菓子提供など災害支援。
・造山古墳（モニュメント）の補修必要性が話題に。
スポーツ支援と育成

・中学〜高校野球の育成支援を15年継続。用具費用高騰によりバット等を寄
贈。
・高校野球では中国大会進出や学業との両立が評価。
・地域からプロ選手も輩出。
福祉施設支援

・はばたき園へマット寄贈、餅つきイベント等再開。写真撮影には配慮が必
要。

・津高ロータリー財団委員長より、ご講演頂きました。（以下、内容）

○会長報告 河本会長
小学生書道展の開催方針と予算課題
・開催可否についてFAX・メールでアンケートを実施予定。
回答を依頼。
・現状費用は「30数万円」。従来あった30万円（雪舟フェ
スタ）予算措置がなくなり、全額負担で予算圧迫。
・継続開催の場合のコスト削減案として、対象学年を「3年
生〜6年生」から「4年生以上」や「5年生・6年生」に絞る
等の選択肢を提示。賞品費も含め見直し検討。
・展示物のパウチで失敗が出る問題があり、透明バッグ等
への方式変更を試験的に検討。実施可否は開催判断に連動。
・不開催の場合の代替案として、中高生向けに「経営や仕
事の楽しさを伝える行事」（低コスト）を個人提案。こち
らもアンケートで意見収集。

○幹事報告（１件） 安原幹事
・総社市役所 人権・まとづくり課より、「外国人集住都
市会議 そうじゃ2025」のご案内が届きました。後ろにチ
ラシを置いておりますので、ご覧下さい。

○SAA報告（スマイル＆ファイン）
青江会員 本日、妻の誕生日でして、お花が届いており

ます。大変ありがとうございました。

・イスラム圏のトルコでは、レストランで半数近くが酒を飲むなど比較的緩い
一方、豚肉料理は一切ないと説明。
・カタールやサウジでは酒類持ち込みが「宗教警察」によって厳しく取り締ま
られるため、絶対に持ち込まないよう注意が必要と述べた。
・日本国内の文化差の例：北海道出身の上司と沖縄出身の配偶者の家庭の価値
観調整の難しさ、食文化の違い（帯広では牛肉文化が薄く豚が中心、沖縄の食
事が合わないと感じること）を紹介。
・多様な価値観を認め、すり合わせる姿勢が重要だと強調。
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